
旧
中
国
か
ら
新
中
国
へ
の
大
転
換
（
革
命
）
は
、
た
ん
に
大
き
な
政
治
的
変
革
（
王
朝
の
顛
覆
交
代
・
易
姓
革
命
）
に
よ
る
国
家
権
力

の
移
動
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
経
済
的
・
社
会
的
諸
制
度
の
改
革
、
就
中
、
家
族
制
度
を
・
ハ
ッ
ク
・
ボ
ー
ン
と
し
た
封
建

的
適
制
の
崩
壊
、
そ
の
温
床
と
な
っ
た
旧
慣
行
の
激
動
的
な
全
面
的
廃
止
の
中
に
こ
そ
、
中
国
革
命
の
意
義
を
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
勿
論
、
中
国
の
場
合
に
は
、
革
命
の
客
観
的
基
礎
条
件
で
あ
る
社
会
の
生
産
力
の
発
達
が
、
既
存
の
生
産
関
係
・
社
会
関
係
と
矛
盾

－

研
究
ノ
ー
卜

五三一・
、 、 、

中
国
の
家
族
制
度
に
っ

目
次

序
ｌ
問
題
の
額
域
ｌ

敦
煙
文
書
に
見
ら
れ
る
離
婚
観

結
語 ｌ

離
婚
の
問
題
を
中
心
と
し
て
Ｉ

一
序
ｌ
問
題
の
領
域
Ｉ

｜
第
四
輯

二
、
律
令
体
制
下
の
離
婚
観

四
、
華
北
農
村
の
離
婚
と
慣
習

い

町
田
是
正

て
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し
椎
枯
を
感
ず
る
と
い
う
、
所
訓
、
唯
物
史
観
の
古
典
的
な
図
式
は
顕
著
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
既
存
の
支
配
に

対
す
る
不
満
の
醸
成
を
、
意
識
的
に
反
体
制
運
動
へ
と
転
化
さ
せ
て
、
不
満
の
爆
発
へ
と
昂
揚
さ
せ
た
革
命
運
動
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
旧
体
制
の
政
治
的
危
機
を
誘
発
し
、
革
命
へ
の
モ
ー
メ
ン
ト
を
つ
く
り
激
発
さ
せ
た
も
の
が
第
一
次
・
第
二
次

大
戦
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

か
っ
て
、
三
民
主
義
の
革
命
綱
領
の
旗
下
の
も
と
に
、
満
州
民
族
の
支
配
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
辛
亥
革
命
（
一
九
二
・
一
○
・
一

○
）
は
、
近
代
的
中
国
の
誕
生
を
目
指
し
た
点
で
、
中
国
の
近
代
革
命
と
も
云
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
革
命
連
動
の
指
導

者
・
孫
文
の
言
葉
ｌ
未
成
革
命
Ｉ
か
ら
も
象
徴
的
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
辛
亥
革
命
が
中
国
の
民
主
化
・
近
代
化
を
標
楴
し
な
が

ら
も
、
そ
の
後
に
依
然
と
し
て
軍
閥
政
権
の
敗
睡
・
列
強
の
威
嚇
懐
柔
．
延
い
て
は
利
権
の
剥
奪
か
ら
半
植
民
地
化
コ
ー
ス
を
辿
り
、
中

国
人
に
よ
る
中
国
の
建
設
は
挫
折
し
た
か
の
観
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
五
・
四
民
族
連
動
、
五
・
三
十
運

動
、
文
学
革
命
運
動
を
中
心
と
し
て
、
封
建
的
要
素
の
撤
廃
、
旧
体
制
に
対
す
る
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
意
識
の
昂
揚
な
ど
は
歴
史
的
に
も
そ
の

意
義
は
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
如
上
の
歴
史
的
評
価
の
上
に
立
っ
て
、
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
（
一
九
四
九
年
）
の
意
義
を
考
え
る
な
ら
ば
、
明
ら
か
に
こ

れ
を
も
っ
て
、
中
国
の
民
主
的
（
社
会
主
義
）
革
命
は
成
功
し
た
と
云
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
漸
江
財
閥
を
主
軸
と
し
た
蒋
介
石

政
権
か
ら
、
毛
沢
東
の
卒
い
る
労
農
民
主
連
合
政
権
へ
と
イ
ニ
シ
ア
チ
ー
ブ
が
移
っ
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
済
と
社
会
制
度
の
大
改

革
が
断
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
改
革
の
幾
つ
か
を
顧
み
て
も
ｌ
土
地
改
革
法
の
施
行
と
農
民
の
解
放
・
労
働
組
合
法
の
設
定

に
よ
る
中
華
全
国
総
工
会
の
結
集
、
生
産
合
作
社
の
組
織
・
新
婚
姻
法
に
基
く
家
族
制
度
の
打
破
な
ど
は
ｌ
中
国
数
千
年
来
の
伝
統
主

義
を
う
ち
破
り
、
解
放
に
ふ
さ
わ
し
い
発
展
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
に
辛
亥
革
命
後
の
近
代
化
の
頓
挫
、
人
民
中
国
の
巨
大
な
飛
曜
を
併
せ
み
る
と
き
、
何
が
近
代
的
要
素
な
の
か
、
ま
た
非
近
代
的

要
素
は
如
何
に
し
た
な
ら
ば
克
服
で
き
る
の
か
、
中
国
革
命
の
成
否
を
決
定
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
那
辺
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
き

当
る
の
で
あ
る
。
か
っ
て
仁
井
田
教
授
が
、
仏
革
命
・
ロ
シ
ヤ
革
命
の
場
合
い
か
な
る
法
律
よ
り
も
先
づ
婚
姻
法
が
制
定
公
布
さ
れ
、
中

①

国
革
命
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
て
、
三
者
そ
の
帆
を
一
つ
に
し
た
の
は
偶
然
で
は
な
く
て
必
然
的
産
物
で
あ
っ
た
。
と
い
う
意
味
を
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
言
葉
の
中
に
革
命
の
成
否
を
解
く
雛
が
内
包
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
つ
ま
り
、
婚
峨
法
の
改
耶
を
通
し
て

近
代
的
志
向
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
示
さ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
封
建
的
遺
制
を
重
圧
と
感
じ
つ
つ
も
覆
え
す
だ
け
の
反
発
力

を
示
し
得
な
か
っ
た
中
国
民
衆
、
殊
に
農
民
階
級
の
革
命
的
意
識
の
醸
成
（
阿
Ｑ
意
識
の
打
破
）
ｌ
民
衆
が
何
を
封
建
的
と
感
じ
、
何

を
圧
制
か
と
意
識
す
る
こ
と
ｌ
こ
そ
、
中
国
革
命
の
成
否
の
分
岐
点
に
な
る
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
変
革
さ
れ
つ
つ
あ
る
新
し
い
中

国
の
諸
制
度
を
問
題
に
す
る
に
就
て
も
、
単
に
制
度
の
上
で
の
変
革
だ
け
に
止
ら
ず
、
政
治
と
法
と
裁
判
の
担
い
手
と
し
て
の
意
識
、
こ

②

の
新
し
い
中
国
人
民
の
政
治
主
体
と
し
て
の
意
識
に
立
ち
入
ら
ね
ば
十
全
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
政
治
的
主
体
と

し
て
の
人
民
の
意
識
に
立
ち
入
る
度
合
が
深
い
程
、
こ
の
よ
う
な
意
識
の
変
革
と
関
係
の
な
い
単
純
な
る
制
度
の
変
革
は
、
一
つ
の
カ
リ

私
事
に
わ
た
る
が
、
中
国
農
村
の
家
族
制
度
の
研
究
に
着
手
し
て
五
ヶ
年
の
歳
月
を
か
ぞ
え
る
。
（
東
京
大
学
史
学
会
評
議
委
員
会
の

教
示
に
基
く
研
究
）
。
そ
の
間
、
数
篇
の
拙
論
を
こ
の
棲
神
誌
上
に
シ
リ
ー
ズ
的
に
掲
載
し
て
き
た
。
今
回
も
中
国
家
族
制
度
の
問
題

を
、
殊
に
離
婚
を
中
心
課
題
と
し
て
、
女
性
の
虐
げ
ら
れ
て
き
た
姿
を
、
婦
人
の
生
活
権
を
む
し
ば
ん
で
き
た
旧
き
制
度
を
堀
り
下
げ
て

み
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
革
命
の
真
意
は
何
か
、
つ
ま
り
非
近
代
的
と
近
代
的
の
分
岐
点
が
那
辺
に
あ
る
か
を
、
少
し
く
摸
索
し

て
み
た
い
。

カ
チ
ュ
ア
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

（76）



家
族
の
主
体
は
夫
婦
の
存
在
で
あ
る
。
夫
婦
の
存
在
が
つ
ね
に
嫁
Ｉ
鼬
Ｉ
姑
と
い
う
家
内
的
身
分
対
立
や
、
延
い
て
は
家
族
的
従
属
意

識
（
家
内
的
奴
隷
意
識
）
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
、
家
族
制
度
の
大
き
な
旧
弊
と
し
て
問
題
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
女
性

（
婦
）
の
立
場
は
、
権
威
主
義
〔
親
権
・
夫
権
・
家
長
権
）
の
枠
内
に
封
じ
込
め
ら
れ
、
虐
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
今
日
的

③

視
点
の
う
え
か
ら
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

④

さ
て
離
婚
と
は
、
夫
姉
間
の
婚
姻
関
係
の
解
消
で
あ
る
か
ら
、
夫
婦
の
間
の
身
分
関
係
・
所
有
す
る
財
産
の
帰
属
の
関
係
・
親
属
や
家

族
と
の
関
係
・
喪
服
の
関
係
に
も
及
び
、
法
律
的
に
も
稲
々
な
る
効
果
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
離
婚
し
た
男
女
は
、
夫
婦
間
で
結
ば
れ
生

じ
た
権
利
と
義
務
を
同
時
に
喪
失
（
脱
れ
る
）
す
る
か
ら
、
再
婚
の
自
由
も
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
妻
女
は
離
婚
に
よ
っ
て
実
家
の
籍
に

復
す
が
、
旧
来
の
慨
用
語
で
実
家
に
帰
る
こ
と
を
帰
宗
と
云
い
、
帰
宗
し
た
者
を
帰
宗
女
と
呼
ん
で
い
る
。

婚
姻
関
係
が
解
消
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
夫
姉
の
何
れ
か
一
方
の
死
去
、
及
び
失
除
な
ど
の
客
観
的
事
情
も
あ
る
が
、
多
く
は
主
観
的

な
事
情
に
基
く
離
婚
の
ケ
ー
ス
が
数
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
夫
婦
の
意
志
に
よ
る
場
合
、
家
族
の
成
員
ま
た
は
親
属
の
意
志
に
よ
る
所
調
、

姑
去
の
場
合
、
男
性
、
殊
に
夫
の
一
方
的
意
志
に
基
く
場
合
な
ど
で
あ
る
。

旧
来
、
律
令
時
代
の
家
族
制
度
下
に
在
っ
て
は
、
七
去
に
当
る
事
情
が
あ
る
と
き
、
妻
女
は
離
婚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
七
去
の
制
は
唐
令
以
降
の
、
宋
・
金
・
元
・
明
・
清
な
ど
の
法
令
に
も
夫
々
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①
仁
井
田
陞
「
中
国
法
制
史
研
究
」
（
奴
隷
農
奴
法
・
家
族
村
落
法
）
東
京
大
学
出
版
会
。
五
四
六
頁
。

②
倉
石
武
四
郎
編
「
変
革
期
中
国
の
研
究
」
岩
波
露
店
・
二
二
頁
。

二
律
令
体
制
下
の
離
婚
観
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あ
る
。

⑤

し
か
も
、
そ
の
七
去
の
典
拠
が
速
く
礼
制
の
時
代
に
ま
で
遡
る
と
す
れ
ば
、
離
婚
の
問
題
も
儒
教
倫
理
と
無
縁
の
場
で
論
ず
る
こ
と
は

出
来
な
い
の
で
あ
る
。
否
、
離
婚
の
問
題
を
家
族
制
度
の
精
神
的
支
柱
を
な
し
て
い
る
、
儒
教
倫
理
と
切
り
離
し
て
論
じ
た
の
で
は
骨
抜

⑥

さ
に
な
る
こ
と
は
、
大
赦
礼
記
の
中
で
「
婦
有
七
去
、
不
順
不
母
去
・
…
・
不
順
不
母
去
為
其
逆
徳
也
」
の
文
や
、
ま
た
三
不
去
を
示
す
「

婦
有
三
不
去
、
有
所
取
無
所
帰
不
去
、
与
更
三
年
喪
不
去
、
前
食
後
富
貴
不
去
」
の
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
、
三
不
去
の
一

条
件
で
あ
る
「
三
年
之
喪
不
去
」
は
、
祖
先
の
祭
祀
を
中
心
と
し
た
宗
法
的
家
族
制
度
の
在
り
方
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
「
不
順

父
母
去
為
其
逆
徳
」
の
文
意
も
明
ら
か
に
孝
の
倫
理
を
強
く
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
五
倫
五
常
を
徳
目
と
す
る
備
教
粘
神
の
影
響
を
、
家
族
制
度
の
動
態
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
意
味
が
な
く
な
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
先
の
七
去
三
不
去
の
制
が
礼
制
以
来
の
伝
統
と
な
っ
て
、
中
世
法
・
近
世
法
の
中
に
脈
々
と
し
て
生
き
続
け
、
法

制
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
つ
の
緒
神
的
規
範
と
し
て
家
族
制
度
の
．
ハ
ッ
ク
・
ポ
ー
ン
を
形
成
し
て
き
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か

も
、
そ
れ
が
男
性
側
か
ら
女
性
（
妻
女
）
側
に
押
し
つ
け
ら
れ
た
枠
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
Ｌ
る
七
去
三
不
去
制
の
枠
内
へ
封
じ
込

め
ら
れ
、
虐
げ
ら
れ
た
妻
女
（
嫁
）
の
存
在
は
、
逆
説
的
に
表
現
す
れ
ば
、
家
族
の
主
体
者
的
位
置
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
惟
う
に
、
婦
の
存
在
を
無
視
し
て
、
中
国
の
家
族
制
度
に
つ
い
て
云
々
す
る
こ
と
は
、
無
意
味
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
女
性
側
は
中
世
法
。
近
世
法
を
通
じ
て
、
七
去
と
い
う
離
婚
の
シ
ス
テ
ム
を
押
し
つ
け
ら
れ
る
受
身
の
立
場
に
お
か
れ
た
の
で

③
旧
来
、
女
性
に
は
婚
姻
の
自
由
が
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
婚
姻
生
活
の
上
で
男
性
と
対
等
の
地
位
に
立
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
「

夫
は
妻
の
頭
上
の
一
層
の
天
」
（
河
南
省
魯
山
県
地
方
の
諺
）
。
「
夫
は
妻
の
天
」
（
儀
礼
）
な
ど
は
如
実
に
そ
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
毛
沢
東
の
「
湖
南
農
民
運
動
の
視
察
報
告
」
（
一
九
二
九
）
に
も
、
中
国
社
会
の
支
配
椎
力
に
は
四
つ
あ
り
、
①
国
家
権
力
、
②
族

長
権
、
③
神
権
、
更
に
女
性
の
場
合
は
以
上
の
三
椛
力
に
加
え
て
男
子
の
支
配
（
夫
権
）
を
受
け
て
い
た
。
こ
の
四
種
類
の
権
力
は
封
建

的
、
宗
法
的
思
想
と
制
度
の
全
部
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
人
民
と
く
に
農
民
を
し
ば
っ
て
い
た
四
本
の
繩
で
あ
る
。
と
の
意
を
述
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●
●
●
●
●
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別
鶴
操
、
商
陵
牧
子
所
作
也
、
狸
妻
五
年
而
無
子
、
父
子
将
為
之
改
姿
妻
聞
之
、
中
夜
起
倫
戸
而
悲
蛎
、
牧
子
聞
之
愉
然
而
悲
、
乃
歌

⑦

日
、
将
乖
比
翼
隔
天
端
、
山
川
悠
遠
路
没
漫
撹
衣
不
渡
食
忘
論
、
後
人
因
為
楽
章
焉
。

と
あ
る
。
商
陵
の
牧
子
が
妻
を
婆
り
て
五
年
の
歳
月
を
す
ぐ
る
に
子
供
の
出
生
を
み
ず
、
父
母
が
そ
の
嫁
を
逐
い
出
さ
ん
と
し
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
父
母
の
教
令
権
は
息
子
夫
婦
の
身
分
関
係
の
事
柄
に
も
及
び
、
家
父
長
権
の
強
制
範
囲
を
う
か
が
う
の
に
充
分
で
あ

る
。
し
か
し
、
主
体
者
で
あ
る
牧
子
自
身
に
は
、
妻
を
離
婚
す
る
意
志
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
妻
が
た
ま
た
ま
夜
中
に
戸
に
よ
り
そ
っ
て

次
に
、
こ
の
七
去
の
制
と
実
際
生
活
と
の
間
に
は
、
果
し
て
、
ど
の
程
度
の
法
令
的
な
効
果
が
示
さ
れ
て
い
た
か
を
う
か
が
う
に
、
先

づ
、
古
代
に
お
け
る
「
無
子
出
妻
」
の
事
例
を
み
て
み
れ
ば
、

晋
の
惟
豹
の
古
今
註
に
は

べ
て
い
る
が
、
女
性
の
地
位
の
向
上
、
旧
制
度
か
ら
の
解
放
が
如
何
に
重
要
か
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
拙
著
「
中
国
農
村
に
於
け
る
法
意

識
の
変
革
」
（
身
延
山
短
大
学
報
三
一
号
）
。
仁
井
田
教
授
「
中
国
の
農
村
家
族
」
（
東
京
大
学
出
版
会
．
）
毛
沢
東
選
集
邦
訳
第
一
巻
（
三

一
書
房
）
参
照
さ
れ
た
い
。

④
夫
婦
の
離
別
を
俗
に
離
縁
と
も
い
い
、
法
律
上
の
意
味
で
は
養
親
子
関
係
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
法
定
血
族
関
係
の
解
消
を
指
す
。
従
っ

て
、
本
論
文
で
扱
う
離
婚
と
い
う
は
、
夫
蠅
生
存
中
の
婚
姻
の
解
消
（
解
消
の
方
法
に
は
協
議
上
・
裁
判
上
の
仕
方
も
あ
る
が
、
旧
家
族
制

度
下
で
は
、
男
性
側
の
一
方
的
追
出
し
例
が
多
じ
の
こ
と
で
あ
る
。

⑤
大
戴
礼
記
巻
十
三
本
命
「
婦
有
七
去
、
不
順
父
母
去
、
無
子
去
、
淫
去
、
妬
去
、
有
悪
疾
去
、
多
言
去
、
鯛
盗
去
、
不
順
不
母
去
為
其
逆
徳

也
、
無
子
為
其
絶
世
也
、
淫
為
其
乱
族
也
、
妬
為
其
乱
家
也
、
有
悪
疾
為
其
不
可
与
共
桑
盛
也
、
口
多
言
為
其
離
親
（
詩
云
、
長
古
惟
蝿
為

腐
之
階
）
盗
綱
為
其
反
義
也
、
獅
有
三
不
去
、
有
所
取
無
所
帰
不
去
、
与
更
三
年
喪
不
去
、
前
貧
後
富
貴
不
去
。
（
仁
井
田
陞
「
唐
宋
法
律

文
書
の
研
究
」
（
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
刊
・
四
八
八
頁
）
・

孔
子
家
語
巻
六
本
命
解
「
婦
有
七
出
三
不
去
、
七
出
者
不
順
父
母
出
、
無
子
出
、
淫
僻
出
、
悪
疾
出
、
妬
疾
出
、
多
口
舌
出
、
綱
盗
出
、
不

順
父
母
出
者
謂
其
逆
徳
也
、
無
子
者
謂
其
絶
世
也
、
溌
僻
者
謂
其
乱
族
也
、
嫉
妬
者
謂
其
乱
家
也
、
悪
疾
者
謂
其
不
可
供
棄
盛
也
、
多
口
舌

者
謂
其
離
親
也
、
綱
盗
者
謂
其
反
義
也
、
三
不
去
者
謂
有
所
取
無
所
帰
一
也
、
与
共
更
三
年
之
喪
二
也
、
先
貧
賎
後
富
黄
三
也
、
凡
此
聖

人
、
所
以
順
男
女
之
際
、
重
婚
姻
之
始
也
（
仁
井
田
・
前
掲
書
四
八
八
頁
）
。

⑥
三
不
去
と
は
大
赦
礼
記
本
命
を
典
拠
と
し
て
、
中
国
古
代
・
我
が
国
の
律
令
法
に
於
け
る
妻
を
離
婚
し
て
な
ら
ぬ
（
復
帰
す
る
家
の
な
い
場

合
、
卿
姑
の
喪
を
果
し
た
場
合
、
夫
が
前
は
食
賎
で
今
は
富
貴
の
場
合
）
三
つ
の
場
合
を
指
す
。
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悲
嘆
に
く
れ
る
様
を
見
て
、
牧
子
も
い
た
み
悲
し
む
有
様
が
情
感
を
こ
め
た
内
容
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
事
例
の
場

合
、
夫
権
に
よ
っ
て
、
無
子
を
事
と
し
て
妻
を
離
別
し
よ
う
と
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
強
く
示
さ
れ
て
い
な
い
。

③

同
じ
く
古
代
に
於
け
る
無
子
出
妻
の
事
情
を
、
孔
子
家
語
の
中
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
梁
飽
と
商
浬
と
の
故
事
を
参
照
す
る
に
、
梁
飽
は

無
子
を
理
由
と
し
て
婆
妻
数
年
で
妻
を
離
別
し
よ
う
と
し
、
他
方
、
商
崔
は
無
子
で
は
あ
っ
た
が
離
別
せ
ず
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
幸
い
と

な
り
、
二
年
後
に
子
供
の
誕
生
を
み
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

惟
う
に
、
晋
の
惟
豹
の
古
今
註
、
孔
子
家
語
中
に
見
ら
れ
る
故
事
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
七
去
の
一
つ
「
無
子
出
妻
」
に
対
し
て
、

中
国
古
代
に
あ
っ
て
は
厳
し
く
な
く
、
概
し
て
夫
姉
当
時
者
の
問
題
と
し
て
い
た
態
度
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
古
代
に

在
っ
て
、
無
子
出
妻
の
事
例
が
顕
著
で
は
な
い
か
ら
と
云
っ
て
、
そ
れ
が
中
国
家
族
制
度
の
す
べ
て
に
亙
る
内
容
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

官
人
士
大
夫
の
階
級
に
還
さ
れ
た
．
夫
多
妻
制
」
な
る
弊
習
も
、
立
場
を
変
え
て
云
え
ば
、
こ
れ
も
「
子
な
き
は
去
る
」
（
男
子
の
後

継
者
な
き
場
合
）
に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
事
実
上
の
無
子
離
婚
の
容
認
で
は
な
か
ろ
う
か
。
男
児
を
誕
ま
な
い
妻
女
は
、
そ
の
家
族

に
と
っ
て
は
不
要
な
存
在
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑦
古
今
註
（
漢
魏
識
番
所
収
）
巻
中
・
音
楽
（
仁
井
田
睦
教
授
「
唐
宋
法
律
文
搭
の
研
究
」
四
八
九
頁
参
照
）

③
梁
鑪
斉
人
、
字
叔
魚
、
少
孔
子
三
十
九
歳
、
年
三
十
未
有
子
、
欲
出
其
妻
、
商
麗
謂
日
、
子
未
也
、
昔
吾
年
三
十
八
無
子
、
吾
母
為
吾
更
取

室
、
夫
子
使
吾
之
斉
、
母
欲
請
留
吾
、
夫
子
日
無
憂
也
、
留
過
四
十
当
有
五
丈
夫
、
今
果
然
、
吾
恐
子
自
晩
生
耳
、
未
必
妻
之
過
、
従
之
、

二
年
而
有
子
。
（
孔
子
家
語
巻
九
、
七
十
二
弟
子
解
。
仁
井
田
教
授
「
前
掲
番
」
四
八
九
頁
参
照
。
）
。

さ
て
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
離
婚
事
由
と
し
て
の
七
去
の
制
も
次
第
に
厳
し
さ
を
加
え
て
く
る
が
、
そ
れ
と
共
に
、
直
接
に
七
去
の

事
由
に
当
ら
ぬ
妻
女
の
些
細
な
過
失
ま
で
が
、
離
婚
の
理
由
と
し
て
大
き
く
扱
わ
れ
る
に
至
り
、
延
い
て
は
一
つ
の
憤
例
を
つ
く
り
上

げ
、
後
世
に
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
は
格
子
な
き
牢
獄
に
拘
束
さ
れ
る
不
自
由
な
地
位
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
い
っ
た
。
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⑪

り
得
た
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
母
親
（
姑
）
に
対
し
て
不
敬
と
な
っ
た
り
、
父
母
不
悦
と
い
う
精
神
内
容
と
関
連
す
る
と
き
、
そ
れ
は
逆
徳
の
者
と
し
て
解

釈
さ
れ
、
七
去
の
一
つ
「
不
順
父
母
出
」
へ
と
転
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
我
が
国
の
現
行
民
法
の
協
議
上
（
子
の
騰
謹
者

・
財
産
分
与
も
協
議
）
、
裁
判
所
（
大
別
し
て
四
つ
の
離
婚
事
由
が
列
挙
）
の
離
婚
が
認
め
ら
れ
、
殊
に
離
婚
に
際
し
て
財
産
分
与
の
請

求
を
認
め
て
い
る
現
況
と
対
照
す
る
と
き
、
如
何
に
家
族
制
度
の
重
圧
と
弊
習
が
妻
女
の
頭
上
に
の
し
か
か
り
、
虐
げ
た
か
を
知
り
う
る

と
あ
り
、
同
書
飽
永
伝
に
は

⑩

永
少
有
志
操
、
習
欧
陽
尚
課
、
事
後
、
母
至
孝
、
妻
嘗
於
母
前
叱
狗
、
而
永
即
去
之
。

と
見
え
、
妻
女
の
大
き
な
過
失
と
は
思
わ
れ
な
い
日
常
茶
飯
事
（
姑
の
面
前
で
犬
を
叱
か
る
）
ま
で
が
、
離
婚
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
礼
記
内
則
に
見
え
る
「
子
甚
宜
甚
妻
、
父
母
不
悦
出
、
子
不
宜
甚
妻
、
父
母
日
是
菩
事
我
、
子
行
夫
婦

之
礼
焉
、
没
身
衰
」
の
精
神
と
抵
触
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
夫
婦
の
愛
情
が
細
や
か
に
睦
ま
じ
く
と
も
、
妻
女
の
生
活
態
度
に

五
倫
五
常
の
精
神
が
内
外
面
に
欠
如
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
と
き
は
、
所
謂
、
礼
制
規
範
に
惇
る
態
度
と
し
て
、
充
分
に
離
婚
事
由
と
な

の
で
あ
る
。

さ
て
、
》
前

因
に
、
後
漢
誉
斐
詩
妻
伝
を
み
れ
ば
、

広
漢
姜
詩
妻
者
、
同
郡
朧
盛
之
女
也
、
詩
事
母
至
孝
、
妻
泰
順
尤
篤
、
母
好
飲
江
水
、
水
去
舎
六
七
里
、
姿
嘗
折
流
而
汲
、
後
値
風
不

●
●

時
得
還
、
母
渇
詩
貴
而
遣
之
、
妻
乃
寄
止
隣
舎
、
昼
夜
紡
績
市
珍
荒
、
使
隣
母
目
意
自
遺
其
姑
、
如
足
者
久
之
、
姑
怪
問
隣
母
、
隣
母

⑨

●
●
●
●
●

具
対
姑
感
恕
呼
還
、
恩
養
愈
識

出
の
史
料
か
ら
窺
え
る
如
く
、
中
国
で
は
離
婚
の
こ
と
を
、
乗
・
出
・
去
・
放
・
放
出
・
斥
・
去
・
逐
・
遣
・
熱
遺
・
遣
斥
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く
い
た
。

・
離
棄
・
此
離
・
出
猶
去
也
な
ど
と
多
種
多
様
な
字
句
を
当
て
て
い
る
が
、
そ
の
字
句
の
意
味
か
ら
し
て
、
男
性
側
の
専
権
的
な
一
方
的

な
表
明
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
離
蟠
と
は
、
男
性
側
の
所
有
権
の
放
棄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
七
去
の
制

と
い
う
離
婚
の
制
約
規
定
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
実
質
的
に
は
無
因
離
婚
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

惟
う
に
、
律
令
制
時
代
の
離
婚
の
問
題
は
、
夫
姉
当
事
者
だ
け
の
内
容
で
は
な
く
、
法
諺
の
「
嫁
難
随
鶏
嫁
狗
随
狗
」
の
俄
行
意
識
が

反
映
さ
れ
る
社
会
的
琿
境
に
在
っ
て
は
、
妾
女
の
立
場
は
少
な
く
と
も
堀
・
姑
・
家
族
成
員
の
気
持
を
慮
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

家
族
制
度
の
枠
を
つ
ね
に
意
識
せ
ね
ば
生
活
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

⑨
後
漢
書
巻
八
十
四
列
女
伝
姜
詩
妻
伝
（
仁
井
田
教
授
「
唐
宋
法
律
文
書
の
研
究
」
四
九
一
頁
参
）

⑩
後
漢
書
巻
二
十
七
飽
永
伝
（
仁
井
田
教
授
前
掲
譜
四
九
一
頁
参
）

⑪
妻
女
が
些
細
な
過
失
で
離
婚
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
梁
番
に
は
「
孔
謙
従
兄
霊
慶
嘗
病
寄
於
謙
、
謙
出
行
遠
問
起
居
、
霊
慶
日
、
向
飲
冷
熱

不
調
、
即
時
猶
渇
謙
退
避
其
妻
。
（
太
平
御
覧
巻
五
百
二
十
一
宗
親
部
十
一
出
郷
所
引
染
諜
。
仁
井
田
博
士
「
前
掲
番
」
四
九
三
頁
参
照
）
。

と
あ
り
、
旧
唐
書
李
廻
秀
伝
に
も
「
廻
秀
母
氏
庶
賎
、
而
色
養
過
人
、
其
妻
槌
氏
、
嘗
叱
其
滕
郷
、
母
聞
之
不
悦
、
廻
秀
即
時
出
之
、
或
止
云
賢

室
難
不
避
嫌
疑
、
然
過
非
出
状
、
何
遮
如
此
、
廻
秀
日
、
嬰
妻
本
以
承
順
顔
色
荷
遮
、
何
敢
密
也
意
、
不
従
烏
旧
唐
書
巻
六
十
二
廻
秀
伝
、

仁
井
田
「
前
出
識
」
四
九
四
頁
参
照
）
と
見
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
姑
と
嫁
と
の
衝
突
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
妻
女
の
わ
ず
か
な
落
度
（
実

際
に
は
過
失
で
は
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
）
で
も
家
風
に
合
い
と
か
、
獅
道
に
逆
く
も
の
と
し
て
、
離
婚
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
封
建
的
な

思
想
を
克
服
す
る
為
に
は
、
戦
後
の
我
が
岡
の
家
族
制
度
の
崩
壊
を
み
て
も
明
ら
か
な
如
く
、
陣
痛
の
苦
し
み
（
中
国
民
主
革
命
に
伴
う
激

動
的
変
革
）
を
経
な
け
れ
ば
解
消
さ
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。

前
節
で
は
、
附
教
的
士
大
夫
階
級
及
び
官
人
的
地
主
階
級
に
属
す
る
、
社
会
の
富
硲
者
卿
に
於
け
る
離
婚
の
状
態
を
観
た
か
、
そ
こ
で

は
、
男
性
側
か
ら
専
権
的
に
設
け
た
七
去
に
よ
る
離
婚
規
定
の
他
に
、
典
女
の
小
さ
な
過
失
ま
で
が
有
淡
的
事
由
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ

三
敦
煙
文
書
に
見
ら
れ
る
離
婚
観
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然
し
な
が
ら
、
家
族
制
度
下
に
在
っ
て
、
果
し
て
男
性
側
（
夫
権
）
の
み
に
よ
る
離
婚
の
状
態
が
全
て
で
あ
っ
た
か
、
否
か
は
矢
張
り

問
題
と
な
る
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
旧
制
度
下
に
於
て
、
協
議
離
婚
乃
至
は
裁
判
離
婚
の
事
例
が
皆
無
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
云
う

ま
で
も
な
く
、
協
議
離
婚
の
内
容
を
示
す
躯
例
が
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

ま
で
も
な
く
、
協
議
離
妬
の
内
一

朱
買
臣
：
…
・
臓
束
薪
行
且
調
諜
、
其
妻
亦
負
戴
相
随
、
数
止
貿
臣
母
歌
峨
道
中
…
…
買
臣
愈
益
疾
歌
、
妾
離
之
求
去
、
貿
臣
笑
日
、
我

⑫

五
十
、
浦
貴
、
今
己
四
十
余
夫
．
．
…
妻
惑
怒
日
、
如
公
等
終
餓
死
溝
中
耳
、
何
能
富
貴
買
臣
不
能
留
即
聴
去
。

と
見
え
る
。
従
来
、
こ
の
史
料
は
「
妾
茂
之
求
去
」
と
あ
る
事
か
ら
、
妻
女
の
側
か
ら
す
る
莱
夫
（
離
別
）
の
事
例
を
示
す
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
「
貿
臣
不
能
留
即
聴
去
』
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
妻
は
夫
に
対
し
て
離
別
を
申
出
で
、
夫
の
許
諾
を
俟
っ
て

離
去
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
法
律
形
式
か
ら
云
え
ば
棄
夫
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
合
意
離
婚
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
唐
律
疏
識
及
び
宋
刑
統
に
は
、

若
夫
妻
、
不
相
安
譜
、
而
和
離
者
不
坐
。

⑬

疏
議
日
：
…
若
夫
妻
、
不
相
安
譜
、
謂
彼
此
情
不
相
得
、
両
願
離
者
、
不
坐
。

と
あ
っ
て
、
夫
婦
が
不
和
の
場
合
に
は
和
離
、
即
ち
合
意
離
婚
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
、
夫
側
又
は
妻

女
の
一
方
的
意
志
に
よ
る
離
婚
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
も
っ
て
し
て
も
、
唐
宋
、
或
は
そ
れ
を
遡
っ
て
漢
代
に
ま
で
及
ん
で
、
所
謂
、
宮
人
士
大
夫
階
級
の
間

で
、
合
意
離
婚
（
両
性
の
合
意
に
基
く
離
婚
）
な
り
協
議
離
婚
（
談
合
に
よ
り
離
婚
へ
と
進
め
て
ゆ
く
形
式
）
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た

か
否
か
、
そ
れ
を
把
握
す
る
の
に
は
少
し
く
無
理
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
、
前
掲
の
文
献
か
ら
し
て
、
法
律
形
式
か
ら
云
え
ば
、
合

例
え
ば
遠
く
漢
代
に
於
て
も
、
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居
、
狼
狄
の
同
処
《

次
の
通
り
で
あ
る
。

二
十
世
紀
初
頭
、
ス
タ
ィ
ン
・
ペ
リ
オ
が
敦
煙
か
ら
ロ
ン
ド
ン
・
・
ハ
リ
ヘ
と
夫
々
運
ん
だ
大
馳
の
古
文
献
で
、
そ
の
中
に
は
仏
教
関
係

資
料
が
大
部
分
を
占
め
る
が
、
し
か
し
、
唐
宋
時
代
の
古
文
書
（
家
産
分
割
文
書
・
遺
言
状
・
養
子
文
神
・
離
蟠
状
・
奴
隷
解
放
文

書
）
の
家
族
法
・
身
分
法
関
係
文
書
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
文
番
は
、
東
京
大
学
の
山
本
達
郎
・
榎
一
雄
の
両
教
授
を

中
心
と
す
る
諸
氏
の
協
力
と
努
力
に
よ
っ
て
東
洋
文
庫
へ
、
文
献
写
真
が
も
た
ら
さ
れ
、
現
在
、
仁
井
田
陞
博
士
が
ロ
ン
ド
ン
大
学
に

客
員
教
授
と
し
て
滞
在
さ
れ
鋭
意
そ
の
完
全
蒐
集
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
於
て
参
照
す
る
文
献
は
す
べ
て
仁
井
田
教
授
「
中
国

法
制
史
研
究
」
全
四
巻
の
中
「
奴
隷
農
奴
法
・
家
族
村
落
法
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
．
の
で
あ
る
。

ス
タ
イ
ン
お
よ
び
ペ
リ
オ
敦
煙
文
献
に
見
ら
れ
る
離
婚
状
は
、
そ
の
用
語
（
文
言
）
の
上
か
ら
、
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
・
の
三
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
表
現
内
容
は
大
体
同
様
で
あ
る
が
、
何
れ
も
七
去
の
事
由
を
も
っ
て
離
蟠
の
原
因
と
は
せ
ず
、
家
族
の
主
体
で
あ

る
夫
婦
の
不
和
、
ま
た
は
夫
家
の
家
族
と
妻
女
と
の
不
和
を
原
因
と
し
て
示
し
て
い
る
。
離
婚
状
で
は
、
そ
の
不
和
の
内
容
を
淵
鼠
の
同

居
、
狼
狄
の
同
処
の
た
と
え
を
も
っ
て
示
し
て
い
る
。
若
し
問
題
と
な
る
用
語
箇
処
を
Ａ
・
Ｂ
。
Ｃ
に
類
別
し
て
、
左
記
に
摘
記
す
れ
ば

※
西
域
敦
煙
文
諜
に
つ
い
て
。

態
で
は
な
か
っ
た
か
。

意
離
婚
が
行
わ
れ
も
し
、
妥
当
の
如
く
受
け
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
儒
教
倫
理
の
規
範
体
制
下
に
あ
っ
て
は
不
可
能
な
状

Ａ
｛
恥
》
珊
削
一
郷
》
》
坐
癖
紳
奔
鍵
沁
率
雌
猫
畔
喉
舞
》
一
辮
砂
以
倶
一
別
。

さ
て
、
こ
こ
に
敢
て
合
意
な
り
協
議
離
嬬
の
事
例
の
有
無
を
探
そ
う
と
す
る
の
に
、
西
域
敦
煙
文
諜
の
中
に
そ
れ
を
求
め
て
み
た
い
。

⑬
漢
書
巻
六
十
四
朱
買
臣
伝
（
仁
井
田
陞
「
唐
宋
法
律
文
書
の
研
究
」
四
八
四
頁
参
）

、
唐
律
疏
議
、
宋
刑
統
巻
十
四
戸
婚
律
義
絶
離
之
条
及
び
疏
（
仁
井
田
「
前
掲
番
」
同
頁
）
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こ
の
摘
録
抄
文
だ
け
で
は
、
そ
の
離
蟠
内
容
の
趣
旨
を
全
面
的
に
知
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
概
ね
そ
の
意
味
を
汲
み
と
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
即
ち
、
ス
タ
イ
ン
・
ペ
リ
オ
の
両
文
献
の
い
ず
れ
も
、
男
性
（
夫
）
を
中
心
と
し
た
表
現
で
あ
る
。
殊
に
「
放
妻
書
」

（
離
婚
書
）
と
見
え
る
よ
う
に
、
夫
の
一
方
的
怠
思
に
よ
る
離
婚
の
如
く
に
も
受
け
取
ら
れ
、
唐
宋
時
代
の
官
人
士
大
夫
階
級
の
所
謂
儒

教
的
規
範
に
よ
る
離
妬
事
例
と
同
類
の
如
く
に
も
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
抄
文
中
に
「
聚
会
二
親
」
（
夫
婦
双
方
の
親
が
談

合
）
・
「
請
両
家
父
母
六
親
春
属
」
（
両
家
の
親
属
に
集
合
す
る
こ
と
を
請
う
）
。
「
今
対
六
親
、
各
自
取
意
」
（
六
親
春
属
が
集
ま
り
、

夫
々
意
見
を
な
す
）
と
あ
る
こ
と
は
、
夫
の
専
権
的
離
嬬
の
如
き
傾
向
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
異
っ
た
意
味
の
離
婚
内
容
を
、
つ

ま
り
協
議
離
蟠
の
意
味
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

勿
論
、
「
聚
会
二
親
」
と
あ
り
、
統
け
て
「
諸
両
家
父
母
六
親
春
屈
」
と
見
え
て
も
、
必
ず
し
も
離
蟠
の
た
め
の
協
議
談
合
と
は
限
ら

な
い
。
法
律
形
式
か
ら
云
っ
て
、
大
体
に
離
緋
状
を
作
成
す
る
に
は
、
夫
及
び
夫
家
側
と
、
妻
女
及
び
妻
家
の
側
の
親
属
が
同
署
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
意
味
で
は
、
二
親
が
集
ま
り
、
両
家
に
対
し
て
サ
イ
ン
を
請
う
必
要
の
集
合
と
も
考
え
ら
れ
る
。

若
し
、
前
掲
の
摘
録
し
た
ス
タ
ィ
ン
文
献
Ａ
種
類
＄
蔚
冒
ｚ
○
．
霊
雪
）
の
全
文
を
掲
戴
し
て
み
よ
う
。
（
尚
史
料
文
中
の
（
）
内

は
ペ
リ
オ
文
献
Ｚ
ｏ
・
雪
邑
の
文
字
を
示
す
）
。

Ｂ
一
岬
》
》
州
拙
岬
》
一
》
幟
州
》
一
』
》
蝿
榊
誇
辨
叫
蹄
》
軒
挿
諦
諦
》
幟
》
畢
幅
謝
罷
》
理
蝿
鋤
渉
蕊
一
拝
萬
永
別
。

Ｃ
Ｓ
凸
命
以
猫
賦
相
憎
、
如
狼
狄
一
処
、
既
以
二
心
不
同
帰
一
意
会
快
及
諸
親
、
各
遠
本
道
（
・
・
…
・
諏
立
手
書
）
。

⑭

（
右
表
の
（
Ｓ
）
は
ス
タ
ィ
ン
文
献
。
（
Ｐ
）
は
ペ
リ
オ
文
献
を
示
す
）
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右
の
文
献
は
敦
耀
文
書
特
異
の
字
句
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
解
読
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
そ
の
大
意
を
示
し
た
。

さ
て
、
こ
の
離
婚
状
（
放
妻
書
）
を
み
る
の
に
、
「
蓋
以
抗
慨
情
深
」
と
か
「
撫
鴬
双
飛
」
「
花
顔
共
坐
」
の
よ
う
な
夫
婦
の
情
愛
の

こ
ま
や
か
さ
を
あ
ら
わ
す
美
辞
が
連
ら
ね
ら
れ
、
ま
た
「
今
已
不
和
、
想
是
前
世
怨
家
」
の
如
く
夫
婦
の
因
縁
を
示
す
字
句
が
記
せ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
夫
婦
の
む
つ
ま
じ
い
様
子
、
因
縁
関
係
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
敦
煙
文
書
の
み
な
ら
ず
、
大
体
こ
の
種
の
離
婚
状
の

蓋
以
（
須
）
仇
俄
情
深
夫
師
語
義
重
幽
懐
合
菅
邑
之
歓
歓
念
同
牢
之
楽
夫
妻
相
対
恰
似
鴛
鴬
竣
飛
竝
膝
花
顔
共
坐
両
徳
之
美
恩
愛
極
重

二
体
一
心
生
同
床
於
寝
間
死
棺
榔
墳
（
蛾
）
下
三
戦
結
縁
則
夫
踊
相
和
三
年
有
怨
則
来
響
喋
今
已
不
和
想
（
相
）
是
前
世
怨
家
敵
（
反

）
目
生
嫌
作
為
後
伐
（
代
）
瑚
嫉
縁
業
不
遂
見
此
分
離
衆
会
二
親
以
倶
一
別
所
有
物
色
書
之
（
夫
与
妻
物
色
具
名
書
之
）
相
隔
之
後
更

進
重
官
豐
職
之
夫
弗
影
庭
前
美
還
琴
越
合
韻
之
態
械
（
解
）
恐
（
縁
）
捨
結
更
莫
相
談
千
万
永
辞
（
辞
）
布
施
歓
喜
三
年
依
（
衣
）
根

⑮

使
献
柔
儀
伏
願
娘
子
千
秋
万
歳
時
○
年
○
月
○
日
（
時
次
某
年
○
月
日
）
郷
百
性
（
姓
）
○
甲
放
妻
書
道
。

放
妻
省

大
意
離
婚
書
。
夫
婦
の
情
愛
深
く
、
夫
婦
の
語
ら
い
と
義
は
重
い
。
カ
イ
ロ
ウ
ド
ウ
ヶ
ッ
の
歓
び
と
楽
し
み
と
は
心
の
う
ち
に
抱
か
れ

る
。
夫
婦
が
む
か
い
合
う
と
き
は
、
恰
も
瀧
撫
の
な
ら
び
飛
び
、
花
顔
の
と
も
に
坐
る
に
も
似
て
い
る
。
二
つ
の
徳
は
美
し
く
、
恩
愛

は
極
め
て
重
い
。
二
体
は
一
心
、
生
き
て
は
し
と
ね
を
死
し
て
は
壌
墓
を
同
じ
く
す
る
。
前
世
で
三
年
の
縁
を
結
べ
ば
、
此
世
で
夫
婦

相
和
し
、
三
年
怨
あ
れ
ば
、
怨
み
を
も
っ
た
仲
と
な
る
。
今
夫
姉
が
不
和
な
の
は
、
想
う
に
前
世
の
怨
み
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ま
ま
仲
違

い
し
て
ゆ
け
ば
、
後
世
に
於
て
嫉
し
み
と
仲
違
を
増
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
困
縁
あ
っ
て
も
そ
い
遂
げ
ら
れ
な
い
で
離
婚
に
い
た
る
。
こ

こ
に
双
方
の
二
親
を
衆
会
し
て
、
所
有
物
に
つ
い
て
の
名
を
書
き
記
す
。
離
婚
の
後
は
更
め
て
重
官
双
職
の
夫
を
え
ら
ん
で
庭
前
の
月

影
に
す
が
た
を
う
つ
し
て
、
心
ゆ
く
ま
で
に
珍
謎
合
甜
を
楽
し
み
た
ま
え
。
こ
こ
に
夫
婦
・
結
縁
を
解
け
ば
更
め
て
と
も
に
言
葉
を
つ

く
し
て
語
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
三
年
の
衣
根
は
上
げ
よ
う
。
千
秋
万
歳
を
祈
る
。
時
に
○
年
○
月
○
日
、
某
郷
百
姓
某
。
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こ
の
ス
タ
ィ
ン
文
献
の
離
婚
状
は
、
七
去
を
も
っ
て
原
因
と
は
せ
ず
に
、
「
三
載
結
縁
」
と
か
「
三
年
有
怨
」
「
今
已
不
和
、
想
是
前

世
怨
家
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
夫
婦
生
活
の
不
和
を
前
世
の
仇
敵
の
如
き
間
柄
が
、
こ
こ
に
現
わ
れ
て
離
別
す
る
に
至
っ
た
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
不
和
の
結
果
、
「
聚
会
二
親
以
倶
．
：
…
」
と
あ
っ
て
、
親
属
が
集
ま
っ
て
協
議
し
た
離
婚
の
如
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
離
婚
状
の
冒
頭
と
末
尾
に
「
放
妾
」
の
字
句
が
見
ら
れ
、
唐
宋
法
律
文
書
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
夫
を
中
心
と
し
た
表
現
で
あ

り
、
逐
出
し
離
婚
と
同
一
か
も
知
れ
な
い
。
或
は
ま
た
、
協
議
離
婚
の
場
合
で
も
、
こ
の
様
な
形
式
（
放
妻
な
る
字
句
を
書
き
記
す
か
）

の
離
婚
状
と
な
る
も
の
か
。
こ
う
し
た
文
書
の
法
律
的
解
釈
は
、
他
の
（
Ｂ
）
随
。
（
Ｃ
）
極
の
敦
煙
文
献
離
婚
状
の
場
合
と
併
せ
て
考

察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

今
、
ス
タ
ィ
ン
文
献
Ｂ
種
に
当
る
＄
蔚
冒
ｚ
ｏ
・
忠
雪
）
離
婚
状
の
う
ち
、
頭
要
箇
所
を
摘
録
し
て
み
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
（
尚
、

文
中
（
）
内
は
ス
タ
ィ
ン
ｚ
ｏ
・
韻
蜀
を
対
比
し
た
字
句
で
あ
る
）

蓋
間
婦
夫
（
夫
婦
）
之
礼
進
宿
世
之
因
累
○
（
却
）
共
修
今
得
縁
会
一
従
結
契
要
尽
百
年
如
水
如
魚
同
歓
終
日
…
．
：
為
夫
婦
不
悦
数
年

六
親
聚
而
成
怨
隣
里
（
九
族
）
見
而
含
恨
蘇
（
餅
）
乳
之
合
尚
恐
異
流
猟
徹
（
挙
）
同
粟
安
能
得
（
見
）
久
二
人
意
隔
大
少
不
安
吏
若
⑯

述
流
家
業
破
散
顛
鋪
損
却
至
（
致
）
見
…
両
共
取
穏
各
自
分
離
更
無
期
一
言
致
定
今
請
両
家
父
母
六
親
春
風
故
勒
手
書
千
万
永
別
・
・
・
・

こ
の
文
誹
も
、
前
出
ス
タ
ィ
ン
文
献
ｚ
ｏ
・
囲
雪
と
何
様
に
、
夫
婦
の
契
り
に
至
っ
た
の
は
前
世
の
因
縁
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
鴛
鴬
の
契
り
の
後
は
夫
姉
の
間
柄
は
百
年
の
水
魚
の
交
り
の
如
く
幸
福
に
満
ち
て
い
た
。
し
か
し
数
年
に
し
て
仲
違
い
に
至
っ
た

が
、
そ
れ
は
恰
も
淵
と
瓢
の
同
処
す
る
如
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
両
家
の
父
母
六
親
が
集
ま
っ
て
離
婚
書
を
作
成
し
て
永
遠
の
別
れ

用
語
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
仲
違
い
か
ら
離
婚
に
た
ち
い
た
っ
た
事
情
や
、
離
婚
時
に
於
け
る
財
産
の
分
配
、
さ
ら
に
離
婚
後

の
再
婚
許
可
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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若
し
、
こ
の
協
議
上
の

属
す
る
文
書
（
ス
タ
ィ
ン

某
専
甲
種
立
放
妻
手
書

こ
の
協
議
上
の

を
な
す
。
，

思
わ
れ
る
。
と

さ
て
、
こ
の
史
料
も
七
去
の
事
由
を
離
婚
原
因
と
は
し
て
い
な
い
が
、
右
の
問
題
に
な
る
箇
所
を
考
察
す
る
の
に
、
①
、
離
婚
に
つ
い

て
の
同
意
を
妻
女
の
家
に
対
し
て
求
め
て
い
る
の
か
。
②
、
単
に
離
婚
書
に
対
す
る
同
著
を
、
妻
の
父
母
以
下
の
六
親
属
に
求
め
て
い
る

の
か
。
③
、
ま
た
離
婚
に
つ
い
て
の
同
意
を
妻
女
の
家
に
求
め
且
つ
同
署
を
請
う
た
も
の
な
の
か
。
④
、
夫
婦
両
家
の
親
属
が
協
議
離
婚

の
た
め
会
合
し
た
も
の
か
。
⑤
、
「
故
勒
手
書
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
強
制
的
な
意
味
を
も
っ
て
離
婚
書
が
作
成
さ
れ
た
も
の
か
。
や
典

そ
の
内
容
の
意
味
を
汲
み
と
り
難
い
が
、
文
献
全
体
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
ら
み
れ
ば
、
協
議
上
の
離
婚
（
和
離
）
の
如
く
に
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

年
月
日
識
立
手
書

謡
説
夫
婦
之
縁
恩
深
義
重
論
○
○
被
之
因
結
響
幽
遠
凡
為
夫
姉
之
因
前
世
三
年
結
縁
始
配
今
生
夫
婦
若
結
縁
不
合
比
是
怨
家
故
来
相
対

妻
則
一
言
十
（
？
）
口
夫
則
服
（
反
）
木
（
目
）
生
嫌
似
猫
鼠
相
憎
如
狼
狄
一
処
既
以
二
心
不
同
難
（
？
）
帰
一
意
快
会
及
諸
親
各
還

本
道
願
妻
娘
子
相
離
之
後
重
硫
蝉
野
美
掃
（
？
）
峨
蝿
塔
避
窃
窕
之
姿
選
姑
高
官
之
主
解
怨
釈
結
更
莫
相
憎
一
別
両
寛
各
生
歓
喜
千
時

⑰

大
意
ｌ
夫
婦
の
縁
に
つ
い
て
は
恩
は
深
く
義
は
重
い
と
云
わ
れ
て
い
る
。
夫
婦
幽
遠
の
誓
い
を
し
た
の
は
、
前
世
で
三
年
の
結
縁
が

あ
っ
た
か
ら
で
、
今
は
じ
め
て
こ
の
世
で
夫
婦
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
若
し
結
縁
が
不
合
理
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
れ
は
か
た
き
に
よ
る

離
婚
の
有
無
を
考
え
る
に
、
前
出
離
婚
状
Ａ
種
、
Ｂ
種
の
用
語
と
内
容
の
特
徴
を
併
せ
も
つ
よ
う
な
、

書
（
ス
タ
ィ
ン
文
献
牌
凰
ｐ
ｚ
ｏ
・
望
巴
の
全
文
を
掲
栽
し
て
再
び
考
え
て
み
よ
う
。

云
う
の
で
あ
る
が
、
右
の
文
中
、
「
請
両
家
父
母
六
親
春
屈
、
故
勒
手
番
、
千
万
永
別
」
の
一
文
の
解
釈
が
問
題
に
な
る
と

Ｃ
種
に
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も
の
で
あ
る
。
夫
婦
の
反
目
が
猫
と
鼠
の
相
憎
し
み
に
似
、
狼
と
狄
（
や
ま
い
ぬ
）
を
一
処
に
し
た
よ
う
な
も
の
で
は
、
二
人
の
分
れ

分
れ
の
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
諸
親
を
会
し
て
夫
姉
そ
れ
ぞ
れ
本
逆
に
迷
え
る
こ
と
に
し
た
。
離
別
の

後
に
あ
っ
て
は
、
も
う
一
度
、
蝉
鋳
を
美
し
く
硫
り
、
蛾
眉
を
上
手
に
と
と
の
え
、
心
ゆ
く
ま
で
謝
窕
た
る
姿
で
高
い
官
職
の
人
を
選

べ
、
こ
こ
に
怨
を
と
き
、
結
び
を
ほ
ど
く
上
は
も
は
や
相
憎
し
む
こ
と
は
な
い
。
か
え
っ
て
各
々
、
ゆ
っ
く
り
と
し
、
歓
喜
が
生
れ
る

ば
か
り
で
あ
る
。
時
に
某
年
某
月
某
日
、
謹
ん
で
離
婚
状
を
な
す
。

右
の
史
料
中
、
「
会
及
諸
親
各
迷
本
通
」
（
諸
親
を
会
し
て
夫
妻
各
々
本
道
に
還
る
）
の
文
は
、
夫
の
専
権
的
な
妻
女
の
逐
出
し
で
は

な
く
て
、
そ
の
文
意
か
ら
し
て
明
ら
か
に
協
議
離
幡
の
内
容
を
示
し
て
い
る
。
勿
論
、
前
掲
の
ス
タ
ィ
ン
Ｂ
種
（
ｚ
○
．
囲
雪
）
文
献
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
い
ま
聚
会
す
る
諸
親
屈
の
範
囲
を
、
妻
女
方
の
父
母
以
下
六
親
等
の
家
族
を
含
む
と
し
た
な
ら
ば
、
前
述
し
た
よ
う
な

問
題
、
つ
ま
り
、
単
に
サ
イ
ン
を
必
要
と
す
る
た
め
の
会
合
か
、
或
は
離
婚
の
同
意
を
妻
方
に
求
め
る
た
め
の
も
の
か
、
矢
張
り
議
論
の

岐
点
で
あ
っ
て
、
そ
の
解
釈
に
は
甚
だ
苦
し
む
所
で
あ
る
。

敦
煙
文
献
中
、
離
婚
状
の
法
律
的
解
釈
の
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
は
、
夫
の
又
は
夫
側
の
家
族
の
逐
出
し
離
婚
で
あ
っ
て
も
、
形
式
的

に
は
協
議
離
蟠
の
手
番
（
離
嬬
状
）
を
作
成
し
た
も
の
か
否
か
、
こ
の
点
熟
考
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
と
も
か
く
敦
煤
文
書

に
は
七
去
を
以
っ
て
離
蛾
原
因
と
は
せ
ず
、
し
か
も
離
婚
状
の
全
体
か
ら
受
け
る
一
言
ア
ン
ス
か
協
議
離
蟠
（
和
離
）
の
如
く
で
あ
る
こ

と
は
、
鵬
教
的
規
範
に
強
制
さ
れ
た
離
婚
事
怖
の
中
に
あ
っ
て
、
特
異
な
内
容
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑨
仁
井
田
陞
「
中
国
法
制
史
研
究
」
奴
隷
農
奴
法
。
家
族
村
落
法
。
五
六
五
’
五
六
六
頁
（
一
九
六
四
年
刊
。
東
京
大
学
出
版
会
）

⑮
仁
井
田
博
士
「
前
掲
書
」
五
八
八
頁
参
照
。

⑯
仁
井
田
博
士
「
前
掲
書
」
五
九
○
’
五
九
一
頁
参
照
。

⑰
仁
井
田
博
士
「
前
掲
醤
」
五
九
四
’
五
九
五
頁
参
照
。
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頁
数
を
掲
示
す
）

離
婚
の
理
由
（
河
北
省
蕊
城
県
寺
北
柴
村
。
早
川
保
氏
”
三
巻
。
一
二
五
’
一
二
六
頁
）

・
村
で
は
ど
う
い
う
時
に
離
蛾
し
て
よ
い
と
な
っ
て
い
る
か
ｌ
姦
瀧
、
夫
婦
感
情
悪
劣
。

。
嫁
が
Ⅶ
姑
に
仕
え
ず
不
孝
な
時
は
如
何
ｌ
少
々
の
雁
度
で
は
離
峨
の
理
由
に
な
ら
な
い
。

・
子
を
生
ま
な
い
時
は
１
１
離
婚
の
理
由
に
な
ら
な
い
。

・
愉
盗
を
し
た
時
は
ど
う
か
ｌ
後
悔
し
て
自
覚
す
れ
ば
離
婚
の
理
由
に
な
ら
な
い
。

右
の
応
答
に
よ
れ
ば
、
そ
の
離
雄
理
由
が
七
去
の
う
ち
で
は
淫
僻
者
の
場
合
の
み
か
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
他
に
夫
姉
不
仲
の
場
合
が
原
因

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
北
柴
村
に
在
っ
て
は
、
七
去
と
い
う
よ
う
な
僻
教
倫
理
に
基
く
観
念
の
浸
透
は
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
浸

透
は
し
て
お
っ
て
も
、
離
婚
に
よ
っ
て
家
る
傷
手
、
経
済
的
損
出
が
大
き
く
、
七
去
を
原
因
と
し
た
離
婚
が
実
際
に
は
考
え
ら
れ
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
無
子
の
場
合
で
も
官
人
士
大
夫
階
級
の
事
例
の
如
く
逐
出
さ
れ
る
事
が
な
く
、
無
子
が
絶
対
的
な
離
嬬
条
件
と
は

な
っ
て
い
な
い
。
彼
等
に
と
っ
て
、
経
済
生
活
の
貧
し
さ
が
男
女
間
の
関
係
に
ま
で
影
響
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
単
に
一
個
の
「
家
」
の

問
題
で
は
な
く
、
社
会
的
延
い
て
は
国
家
的
な
課
題
と
し
て
、
そ
の
弊
害
を
打
ち
破
る
方
策
が
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
節
で
は
、
解
放
的
夜
に
お
け
る
華
北
村
落
の
離
蟠
問
題
を
、
殊
に
法
的
伽
行
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い
。
即
ち
、
華
北
磯
村
社
会
の

悩
行
実
態
調
査
の
結
染
を
も
と
に
し
て
、
村
落
民
が
ど
の
経
度
ま
で
に
家
族
制
度
の
枠
（
柵
教
倫
理
に
支
え
ら
れ
た
前
近
代
的
規
範
）
を

意
識
し
て
い
る
か
を
調
べ
て
み
た
い
ゞ
従
っ
て
、
「
華
北
農
村
柵
行
調
査
」
（
全
六
巻
。
岩
波
諜
店
版
）
淡
料
の
中
か
ら
関
係
箇
所
の
幾

つ
か
を
参
照
し
、
読
者
と
共
に
考
察
を
加
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
（
尚
、
調
交
盗
料
の
引
川
は
、
調
査
村
落
名
。
調
査
員
名
。
巻
数
。

四
華
北
農
村
の
離
婚
と
慣
習
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嫁
の
側
か
ら
離
婚
の
申
出
（
主
張
）
が
出
来
な
い
と
い
う
応
答
内
容
に
は
、
男
尊
女
卑
の
封
建
的
な
色
彩
を
感
ぜ
さ
せ
ら
れ
る
。
夫
は

妾
の
座
の
上
に
傲
然
と
坐
る
「
頭
上
の
天
」
の
感
か
あ
り
、
「
嫁
難
随
鶏
嫁
狗
随
狗
」
の
諺
の
通
り
、
夫
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
嫁

に
行
っ
た
以
上
は
運
命
と
諦
め
て
夫
に
随
は
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
七
去
の
理
由
に
該
当
し
た
り
、
或
は
又
、
そ
れ
以
外
に
も

充
分
と
離
嬬
原
因
と
な
り
う
る
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
て
も
、
華
北
村
落
に
余
り
離
婚
事
例
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
と
云
っ
て
、
そ
れ
が
家
族

制
度
の
崩
壊
、
延
い
て
は
妻
の
座
が
夫
と
同
じ
立
場
に
あ
っ
た
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
右
の
応
答
か
ら
も
明
ら
か
な
如
く
、
術
に
夫
は

専
権
的
な
力
を
も
っ
て
斐
女
を
逐
出
す
こ
と
が
出
来
得
た
の
で
あ
る
。
た
だ
華
北
農
村
社
会
の
全
般
が
経
済
的
貧
困
の
生
活
で
あ
っ
た
こ

と
が
、
嫁
を
家
の
枠
に
封
じ
込
め
、
縛
り
つ
け
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

妻
の
側
か
ら
の
離
婚
（
河
北
省
雛
城
県
寺
北
柴
村
。
早
川
保
氏
。
三
巻
。
一
二
六
頁
）

。
太
太
の
方
か
ら
離
維
を
主
張
で
き
る
場
合
が
あ
る
か
‐
Ｉ
な
い
。

・
夫
が
他
の
女
と
姦
通
し
た
時
は
如
何
ｌ
理
由
に
な
ら
な
い
。

・
夫
が
妻
を
養
わ
な
い
時
は
如
何
ｌ
理
由
に
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
言
葉
が
あ
る
嫁
漢
嫁
漢
為
的
穿
衣
吃
飯
、
婆
妻
婆
妻
為
的
挨
餓

受
飢
、
少
々
生
活
が
困
る
か
ら
と
い
っ
て
離
婚
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

・
夫
が
金
を
十
分
も
っ
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
賭
博
に
ふ
け
り
、
女
に
金
を
使
っ
て
妻
を
養
わ
な
い
時
は
如
何
ｌ
や
は
り
妻
の
方
か
ら

離
婚
を
い
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

離
僻
理
由
（
山
東
省
臓
城
雌
冷
水
洲
荘
。
杉
之
原
舜
一
氏
。
四
巻
．
一
二
頁
）

・
冷
水
瀧
で
は
離
婚
は
な
い
か
ｌ
な
い
。

・
離
婚
す
る
こ
と
を
普
通
何
と
い
う
か
ｌ
休
妻
と
い
う
言
葉
を
普
通
用
い
る
が
、
離
婚
と
い
う
言
莱
も
用
い
る
。

・
ど
ん
な
場
合
に
難
鯖
す
る
か
ｌ
夫
婦
の
仲
が
悪
い
時
、
盗
、
該
淫
、
不
孝
、
不
順
等
。

・
右
の
中
で
肢
も
多
い
原
因
は
何
か
Ｉ
錘
淫
で
離
嬬
す
る
の
が
一
番
多
い
。
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離
婚
の
理
由
（
河
北
省
良
郷
県
呉
店
村
。
五
巻
。
四
五
六
頁
）

・
徳
盗
、
姦
通
、
饒
舌
、
不
妊
、
嫉
妬
等
の
理
由
で
離
蟠
で
き
る
か
ｌ
で
き
る
。

。
そ
れ
を
何
と
い
う
か
’
七
大
款
と
い
う
。

・
七
大
款
と
は
何
か
１
打
公
罵
婆
、
欺
圧
丈
夫
、
撒
米
破
面
、
後
は
思
い
だ
せ
な
い
。

・
村
で
は
離
婚
の
例
あ
り
や
ｌ
な
い
。

・
呉
店
村
の
娘
が
嫁
に
行
き
離
峨
さ
れ
た
例
あ
り
や
ｌ
な
い
。

姦
通
と
離
婚
（
河
北
省
順
義
県
沙
井
村
。
一
巻
。
二
五
○
頁
）

・
妻
が
姦
通
す
る
こ
と
は
な
い
か
ｌ
あ
る
。

・
そ
の
時
は
離
婚
し
な
い
か
ｌ
知
ら
な
か
っ
た
ら
出
来
ぬ
。
知
っ
て
い
て
も
貧
乏
で
他
に
妻
を
求
め
得
な
い
の
で
知
ら
ぬ
顔
を
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
金
持
で
あ
れ
ば
離
婚
す
る
。

夫
婦
の
不
和
（
山
東
省
歴
城
県
冷
水
溝
荘
。
内
田
智
雄
、
早
川
保
氏
。
四
巻
。
六
三
’
六
四
頁
）

・
夫
婦
喧
嘩
の
原
因
は
何
が
多
い
か
ｌ
‐
妻
の
家
と
嫁
入
り
先
と
の
経
済
的
差
異
、
妻
の
醜
い
こ
と
な
ど
．

・
そ
ん
な
こ
と
か
ら
離
婚
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ｌ
鮫
近
一
人
も
な
い
。

・
夫
は
気
に
入
ら
な
い
妻
で
も
辛
棒
す
る
か
ｌ
こ
ら
え
て
一
緒
に
等
す
。

。
こ
の
た
め
妾
を
つ
く
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
ｌ
金
が
な
い
か
ら
し
な
い
。

離
婚
状
（
河
北
省
昌
黎
県
候
家
営
。
安
藤
鋲
正
氏
。
五
巻
。
七
二
頁
。
）

・
嫁
を
返
す
こ
と
を
何
と
い
う
か
Ｉ
休
包
去
了
と
い
う
。

・
嫁
が
何
年
た
っ
て
も
子
を
生
ま
な
い
か
ら
返
す
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
ｌ
そ
れ
は
い
け
な
い
。

・
嫁
が
他
の
男
と
姦
通
し
た
場
合
に
返
す
こ
と
は
あ
る
か
ｌ
あ
る
こ
と
は
あ
る
。
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・
休
包
去
の
例
は
多
い
か
少
い
か
’
少
い
。
村
に
は
な
い
。

右
の
悩
行
実
態
調
査
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
離
婚
の
事
例
が
殆
ど
見
当
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
原
因
と
し
て
、
腱
村
社

会
の
経
済
的
貧
困
が
強
く
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
締
数
倫
理
に
立
脚
す
る
七
去
を
離
蛎
の
事
由
と
す
る
規
範
は
意
識
さ
れ
て
い
る
の
に
も

拘
ら
ず
、
社
会
悪
の
蚊
た
る
姦
通
の
場
合
の
み
僅
か
に
離
蟠
事
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
、
所
謂
、
通
義
的
色
彩
を
帯
び
て
い
る
不
順
不

母
、
多
口
舌
、
無
子
な
ど
に
よ
る
事
由
は
問
題
視
さ
れ
ず
、
夫
姉
の
不
仲
、
性
格
の
不
一
致
に
至
っ
て
は
問
題
外
で
あ
る
。
大
体
、
華
北

農
村
の
全
般
的
傾
向
と
し
て
、
「
嫁
は
何
の
た
め
に
も
ら
う
の
か
ｌ
子
供
を
産
み
侍
奉
公
婆
す
る
た
め
」
（
一
巻
・
六
八
頁
）
の
如
く

で
あ
れ
ば
、
離
蜥
の
観
念
も
当
然
に
固
定
化
さ
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
社
会
通
念
を
生
み
出
し
た
股
村
社
会
の
構
造
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
を
克
服
す
る
為
に
は
、

挫
村
社
会
の
構
造
的
変
革
を
通
し
て
、
新
し
い
意
識
を
誕
み
出
さ
な
い
限
り
、
農
民
生
活
の
改
善
と
向
上
、
延
い
て
は
家
族
制
度
の
打
破

は
実
現
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
、
斯
る
離
嬬
事
例
の
少
い
こ
と
を
、
妬
娩
非
解
消
主
義
に
基
く
も
の
だ
と
し
て
、
例
え
ば
「
然
ら
ば

は
や
二
人
に
は
あ
ら
ず
一
体
な
り
、
神
の
合
せ
給
い
し
者
は
人
こ
れ
を
離
す
べ
か
ら
ず
」
（
マ
タ
ィ
伝
十
九
章
）
と
の
山
上
垂
訓
に
見
ら

れ
る
中
世
キ
リ
ス
ト
教
の
蛎
姻
非
解
消
主
義
が
、
一
面
で
は
男
性
側
の
一
方
的
離
婚
の
自
由
権
を
制
約
す
る
作
用
を
も
っ
て
い
た
が
、
他

面
で
は
そ
の
非
解
消
主
義
の
故
に
こ
そ
、
強
烈
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
婦
人
が
、
夫
か
ら
虐
待
さ
れ
た
時
に
も
、
そ
の
虐
待
を
神
の
与
え

給
う
た
試
練
で
あ
る
と
、
苦
痂
に
耐
え
、
夫
婦
生
活
（
蛾
姻
関
係
）
を
持
続
す
る
こ
と
が
果
し
て
不
解
消
主
義
に
連
な
る
も
の
で
あ
っ
た

。
嫁
を
返
す
時
は
字
拠
を
書
く
か
ｌ
休
書
を
書
く
。

。
手
と
か
足
の
形
は
押
さ
な
い
か
Ｉ
然
り
、
押
す
。
男
が
手
と
足
を
押
す
。

。
そ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
Ｉ
女
は
こ
れ
を
も
ら
わ
な
い
と
将
来
反
悔
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
他
へ
嫁
ぐ
時
に
困
る
か
ら
（
手
印
足
印

は
臓
拠
の
意
味
）
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中
国
社
会
の
新
し
い
課
題
は
、
政
治
的
・
経
済
的
諸
椛
造
の
変
革
を
通
し
つ
つ
、
主
体
的
条
件
の
変
革
、
つ
ま
り
法
的
意
識
の
変
革
の

実
態
化
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
雛
嫌
に
関
し
て
、
中
華
民
国
民
事
実
体
法
第
五
節
で
「
夫
妻
両
願
離
蟠
者
得
自
行
離
婚
」
（
一
○

四
九
条
）
「
両
願
離
蟠
後
関
於
子
女
之
監
護
由
夫
任
之
但
易
有
約
定
者
従
其
約
定
」
三
○
五
一
条
）
と
あ
っ
て
、
近
代
的
法
規
の
形
を

整
え
た
民
法
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
に
も
拘
ら
ず
、
依
然
と
し
て
農
村
社
会
に
法
的
実
効
力
の
惨
透
を
見
る
こ
と
な
く
、
旧
憤
が
数
多
く

残
存
し
て
い
た
こ
と
は
、
法
律
が
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
い
か
に
近
代
的
な
装
い
の
婚
姻
法

で
あ
っ
て
も
、
そ
の
法
律
が
社
会
の
現
実
に
無
関
心
な
、
社
会
的
淘
冶
の
意
図
に
欠
け
る
な
ら
ば
意
味
な
し
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

旧
中
国
社
会
に
於
け
る
離
嫌
に
は
幾
つ
か
の
特
異
な
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
た
。
Ｈ
、
官
人
士
大
夫
階
級
に
あ
っ
て
は
、
七
去
を
原
因
と
す

る
以
外
に
附
教
倫
理
に
連
符
す
る
よ
う
な
言
動
の
場
合
は
、
男
性
側
の
専
権
的
離
婚
が
容
認
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
律
令
制
度
そ

の
も
の
が
五
倫
五
常
と
緊
帯
の
関
連
を
も
っ
て
、
深
く
鯵
透
し
て
い
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
口
、
し
か
し
、
一
度
び
経
済
的
貧
困
に
日

夜
お
わ
れ
た
農
村
社
会
で
は
（
旧
律
令
制
時
代
と
は
時
代
の
隔
離
す
る
解
放
前
夜
の
社
会
）
七
去
を
含
め
て
妻
女
の
相
当
な
不
始
末
で
も

離
婚
に
至
る
ケ
ー
ス
は
稀
で
あ
っ
た
。
日
、
旧
規
範
体
制
下
に
在
っ
て
、
和
離
（
協
議
離
婚
）
の
色
彩
を
も
っ
た
事
例
が
見
ら
れ
た
こ
と

ろ
う
か
。
女
性
は
離
婚
の
主
強
が
出
来
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
華
北
村
落
の
場
合
、
い
か
に
経
済
的
貧
困
が
離
婚
の
ケ
ー
ス
を
少
く

し
て
い
る
と
は
云
え
、
こ
の
こ
と
が
、
女
性
を
し
て
家
族
制
度
の
枠
に
対
し
て
忍
従
す
る
と
い
う
弊
習
を
形
成
し
、
更
に
は
償
行
意
識
へ

と
固
定
化
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
果
し
て
女
性
全
体
の
地
位
を
向
上
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
に
否
定
の
答
え
が
で
る
で
あ
る

ふ
ノ
◎

五
結

塞
函
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は
、
今
後
の
家
族
制
度
の
研
究
に
一
つ
の
問
題
を
投
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
旧
い
離
婚
の
慣
習
や
意
識
が
中
国
社
会
の
機
椛
深
く
、
殊
に

農
村
社
会
の
深
部
に
惨
透
し
て
い
た
こ
と
は
、
旧
来
の
法
規
が
法
と
云
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
法
の
骸
骨
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
こ
の
意
味
で
、
旧
磯
村
社
会
の
現
実
で
あ
っ
た
法
的
慣
行
を
度
外
視
し
て
、
皮
相
的
な
法
規
の
解
釈
に
専
ら
す
る
な
ら
ば
、
決
し
て

新
中
国
建
設
へ
の
支
柱
は
形
成
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
未
完
刎
・
１
．
別
）
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